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設備委員会  1. 当工業会の発刊物 

 当工業会が発刊しております、自動火災報知設備・ガス漏れ火災警報設備 工事基
準書のご紹介を行いたいと思います。 
 工事基準書には、Ａ4サイズの工事基準書と、Ｂ6サイズのハンドブックの2種類がありま
す。 
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設備委員会  2. 自動火災報知設備・ガス漏れ火災警報設備 工事基準書 

 昭和４９年６月に第１版が発刊されて以来、今日に至るまで広くご利用いただいてま
いりました。 
また、昨年令和２年１０月に、新たに令和2年版（改訂15版）が発刊されました。 
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設備委員会  3. 自動火災報知設備・ガス漏れ火災警報設備 工事基準書ハンドブック 

 工事基準書の簡易版として、持ち運びに便利なＢ6ポケットサイズの工事基準書ハンド
ブックがございます。 
 ハンドブックは、平成21年3月に第１版が発刊され、最新版は平成30年版（改訂４
版）が、平成30年8月に発刊されました。 
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設備委員会 

■ 住警器普及への広報活動 ■ 消防庁予防課監修のもと 

 ４. 工事基準書とは？ 

 近年では、建築物の大規模化、高層化、複合化、複雑化の進展
が著しく、設備に対する要望も、高度化、特殊化、専門化されおり、
その果たす役割の重要性はますます高くなっております。 
本工事基準書は、消防行政関係者、消防設備士、消防設備点
検資格者並びに学校や企業等多くの方々に消防関係法令の適応
を技術的に補完するものとして、自動火災報知設備・ガス漏れ火災
警報設備の計画・設計・施工及び維持管理に際し広くご利用いた
だいてまいりました。 
 また、発刊依頼平成９年版までは消防庁予防課監修、平成１
２年版では消防庁予防課推薦のもと消防法令・運用通知・質疑
応答等を含めた自動火災報知設備・ガス漏れ火災警報設備等警
報設備に関する基準等を解説するものであります。 
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設備委員会 

■ 住警器普及への広報活動 ■ 別冊光警報装置の設置等を一体化 

 ５. 令和２年版の特徴 1 

 令和２年版の特徴をご紹介いたします。 
  1.平成２９年に別冊として発刊した「自動火災報知設備・ガス漏れ 
    火災警報設備 工事基準書 別冊 自動火災報知設備・光警 
    報装置の設置等について」を第10編に盛り込み一体化しました。 
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設備委員会 

■ 住警器普及への広報活動 ■ 消防庁リーフレットからの抜粋 

 ６. 令和２年版の特徴 ２ 

 令和２年版の特徴をご紹介いたします。 
  1.平成２９年に別冊として発刊した「自動火災報知設備・ガス漏れ 
    火災警報設備 工事基準書 別冊 自動火災報知設備・光警 
    報装置の設置等について」を第10編に盛り込み一体化しました。 
  2.消防庁リーフレットからの抜粋を盛り込みました。 
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設備委員会 

■ 住警器普及への広報活動 ■ 火報工自主基準を追加 

 ７. 令和２年版の特徴 ３ 

 令和２年版の特徴をご紹介いたします。 
  1.平成２９年に別冊として発刊した「自動火災報知設備・ガス漏れ 
    火災警報設備 工事基準書 別冊 自動火災報知設備・光警 
    報装置の設置等について」を第10編に盛り込み一体化しました。 
  2.消防庁リーフレットからの抜粋を盛り込みました。 
  3.大規模倉庫火災での火報工自主基準を追加いたしました。 
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設備委員会 

■ 住警器普及への広報活動 ■ ４色カラーで見やすくしました 

 ８. 令和２年版の特徴 4 

 令和２年版の特徴をご紹介いたします。 
  1.平成２９年に別冊として発刊した「自動火災報知設備・ガス漏れ 
    火災警報設備 工事基準書 別冊 自動火災報知設備・光警 
    報装置の設置等について」を一体化しました。 
  2.消防庁リーフレットからの抜粋を盛り込みました。 
  3.大規模倉庫火災での火報工自主基準を追加いたしました。 
  4.4色カラーでわかりやすく、見やすくなりました。 
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設備委員会 

■ 住警器普及への広報活動 ■ 厚みは従来のものとほぼ同じ 

 ９. 令和２年版の特徴 ５ 

 令和２年版の特徴をご紹介いたします。 
  1.平成２９年に別冊として発刊した「自動火災報知設備・ガス漏れ 
    火災警報設備 工事基準書 別冊 自動火災報知設備・光警 
    報装置の設置等について」を一体化しました。 
  2.消防庁リーフレットからの抜粋を盛り込みました。 
  3.大規模倉庫火災での火報工自主基準を追加いたしました。 
  4.4色カラーでわかりやすく、見やすくしました。 
  5.内容拡充に伴い本文462→564ページとなりますが、紙質を調整 
    することで、全体の厚みは従来と同程度としました。 
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設備委員会 

11 

■ 発刊物のご案内 

クリック 

 １０. 火報工ホームページから 
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https://www.kaho.or.jp/ 
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